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平成３０年度全国学力・学習状況調査の分析

全国学力・学習状況調査とは、児童への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的に、平

成１９年度から実施している調査です。全国の６年生と中学３年生を対象に、国語・算数・理科・児童質問

紙による調査を行います。国語と算数については、Ａ問題（基礎的な知識・技能の問題）と、Ｂ問題（知識

・技能を活用する問題）に分かれていて、５年生までに学習した内容が出題されています。児童質問紙では、

学習意欲・学習方法・学習環境・生活習慣等について調査をしています。結果が返却されましたので、問題

の概要と本校の課題、今後の対策等をお知らせします。

国語Ａでは、慣用句「心を打たれる」の意味を答えること、消毒の「消」という字の別の読み方(使い方)を、

選択肢の中から選ぶ問題がよくできていました。『品質をしっかりかん理する』の「かん」と同じ漢字を使

うものを選ぶ問題に、課題がありました。

選択肢：①かん成した作品を先生に見せる。

②近くの警察かんに道をたずねる。

③ビーカーと試験かんを水で洗う。

このことから、新出漢字を「書くことができる」だけではなく、熟語や文章の中で「活用できる」力をつけ

る必要があると考えます。また、登場人物の心情を考え、適切なものを選択肢の中から選ぶという問題も課

題が残りました。

国語Ｂでは、目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを記述する問題がよくできていました。

これは、低学年の頃から作文指導を継続していた成果と考えます。しかし、相手の言いたいことを的確に読

み取り、それに対して自分がどのように考えるのかを記述する部分には、課題が残りました。

そこで、本校では今後、以下の点について力を入れて指導を行っていきます。

〇書く力をつけるために、相手や目的、意図に応じて、考えたことや調べたことを書いたり、相手に分かり

やすく伝わるような言葉を選んだりして、書くことに重点を置いた指導をします。

〇漢字については、新出漢字だけでなく前学年で学習した漢字の練習や、熟語や文章の中で新出漢字を書く

ように工夫して、くり返し取り組ませます。

算数Ａでは、２つのシートの面積と、その上にすわっている人数の関係を考える問題がよくできていました。

混み具合を比べるために、図や表に正しく整理して理解できていたといえます。円の直径の長さと円周の長

さの関係の理解を問う問題には、課題が残りました。円の直径の長さが 2倍になったとき、円周の長さが何
倍になるかを、選択肢：ア 2 イ 3.14 ウ 4 エ 6.28 の中から選ぶというものです。このこ

とから、形式的に直径や円周の長さを求める方法を身に付けるだけでなく、なぜその方法で答えを求めるこ

とができるのか、という意味を理解することが必要であると考えます。

算数Ｂでは、4 色の折り紙を順に繰り返してつなげ、輪飾り 1 本を作ったときの、３０個目の折り紙の色を



考える問題がよくできていました。これは、色の順序の規則性から、３０個目の色を丁寧に考えた結果であ

ると考えます。しかし、縦の長さが 7 ｍの黒板に輪飾りをつけるために必要な折り紙の枚数が、100 枚あれ
ば足りるわけを記述する問題は、回答欄に何も書くことができない児童も多くみられ、課題が残りました。

このことから、記述式の問題にも取り組む必要があると考えます。

そこで、本校では今後、以下の点について力を入れて指導を行っていきます。

〇問題文から分かることを話し合う活動に重点を置き、なぜこの方法で答えを求めることができるのか、と

いうことが実感できるような指導を行います。その際、図や式で表現させる活動を継続して取り入れます。

〇答えに至る過程を表現することに重点を置き、表現する力をつけるために、どのように考えたのか、その

理由は何かを問うような問題を精選して、書き表すことに慣れるようにします。

理科では、腕を曲げることのできる骨と骨のつなぎ目を表す「関節」という言葉を答える問題や、ろ過の適

切な操作方法を答える問題がよくできていました。これは、授業で関節模型を見せたり、ろ過の実験をして

器具に触れたりという体験的な学習を積み重ねている成果であると考えます。回路を流れる電流の向きと大

きさについて、予想をもとに検流計の針の向きと目盛りを選ぶという問題は、課題が残りました。

そこで、本校では今後、以下の点について力を入れて指導を行っていきます。

〇観察や実験の目的を意識させ、根拠をもった予想をしたり、結果等を意見交換したりすることで、自分の

考えを深められるようにします。その際、図や絵、グラフなどを用いて考えを表現させる活動を取り入れ

ます。

〇「もし、～だったら。」「なぜ、～のようになるのか。」と、児童が自ら問いを持ち、能動的な学習となる

ような授業を行います。

児童質問紙調査では、「自分自身には良いところがある」「先生はよいところを認めてくれている」などの自

己肯定感や「毎日朝食を食べている」「早寝早起きの習慣」が、全国の調査と比較して良好でした。学習習

慣では、「家で宿題や学校の授業の予習・復習をしている」と答えた児童が多い反面、家庭での学習時間を

「1 時間未満」と答えた児童も多くいました。学習意欲については、算数で「解き方の中でどれがよいか考
えている」と答えた児童が少ないことが分かりました。「地域行事への参加」については、参加していると

答えた児童が多くいました。これは、日頃から地域全体で子どもたちを温かく見守り、育てていただいてい

るおかげであると感謝しております。

そこで、本校では今後、以下の点について力を入れて指導を行っていきます。

〇学習習慣は身に付きつつあるので、宿題の出し方や自主学習の方法等の量・質の両方を考え、改善を図っ

ていきます。

〇児童に興味や関心を持たせ、学習することや考えを話し合い、友だちと学ぶことが楽しいと感じるような

授業を行います。

ご家庭で協力していただきたいこと

〇低学年から、宿題以外に自主的に学習する習慣がつくよう、声かけをお願いします。自主学習の内容とし

ては、国語以外の教科書の音読や、学習したことをノートにまとめる、興味を持ったことについて自分な

りに調べる、などがあります。

〇「ほめて自信を持たせる」「努力の大切さを伝える」「最後までやり抜くことの大切さを伝える」などの成

長を促す言葉かけを続けることで、自主的に学習する意欲へと結び付くと考えます。

〇規則正しい生活を送る習慣をつけることは、児童の学力向上を支えるための大きな力となりますので、今

後ともご協力をよろしくお願いいたします。


